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HoloLensを用いた実世界へのリアルタイム情報の可視化

米原 宏郎1,a) 伊藤 昌毅2,b) 岩井 将行1,c)

概要：近年，拡張現実 (Augmented Reality) を実現するデバイスとして Microsoft が開発した HoloLens

が注目され，HoloLens用アプリケーションの開発も盛んに行われている．そのため，HoloLensのような
HMDを人々が日常的に使用する社会が到来する事が予想される．しかし，現在作られているアプリケー
ションの多くは 3Dモデルやゲームなどの HoloLens内のデータを表示するのみのアプリケーションであ
る．そのようなアプリケーションのみが存在する事となれば，HMDの装着が日常化された社会において
も HoloLensの機能を十分に活かす事ができない．そこで，我々は本研究にて実際の時刻表データをリア
ルタイムに取得して表示する HoloLens 用ウィジェットである時刻表アプリケーションを作成する事で，
HoloLensの使用用途の拡大を提案した．

A Visualization Method of Real World Data Using HoloLens
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Abstract: In recent years, HoloLens has attracted attention as a device that realizes Augmented Reality,
and development of applications for HoloLens developed by Microsoft is actively being carried out. So, it
is expected that people use Head mounted displays such as HoloLens in their daily lives in the near future.
However, most applications currently being created are applications that only display data pre-stored in
HoloLens such as 3D models and games. A user cannot fully utilize the function of HoloLens If only such an
application is available. In this study, we propose a widget that displays online information and demonstrate
a timetable application which acquires and actual timetable data in real time.

1. はじめに
近年，現実空間と仮想空間とを混在させて表現する拡張現

実 (Augmented Reality)の研究が盛んになっている．Aug-

mented Realityを実現するデバイスの一つとして，最近で
は HMD(Head-mounted display) の一種である HoloLens

が注目されている．HoloLensとは，Microsoftが開発した
コンピュータを搭載したシースルーのゴーグル型 HMDで
あり，現実空間にオブジェクトを配置することでそこに実
際に物体があるように錯覚させることが出来る．没入型の
HMDが多い中，現実空間と仮想現実を同時に見ることの
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できる点が，他の HMDと比べて HoloLensが優れている
点だ。HoloLensの機能の一つにジェスチャー機能があり，
その機能によってオブジェクトを操作できる．そしてその
オブジェクトの配置可能な領域は，使用者の視野の範囲と，
非常に広大である．
しかしそのオブジェクトは 3Dモデルやゲームなどであ

り，HoloLens内のデータを表示するのみのアプリケーショ
ンが多い．例えば，犬や猫のモデルを表示や，シューティ
ングゲームなどがあげられる．この傾向が今のまま続け
ば，今後開発者が HoloLensのアプケーションを作成して
行く上で，アプリケーションの傾向が偏り HoloLensの用
途が限定的になる．
この問題を解決するために本研究では，電車の時刻表の

アプリケーションを開発した．このアプリケーションは，
アプリ起動時にインターネット通信をする特徴を持ち，こ
の機能によって HoloLensと実世界とをリアルタイムで繋
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ぐことが実現した．これにより，今までのアプリケーショ
ンには無い，実世界と HoloLensを繋ぐ新しいアプリケー
ション制作の可能性を提案することが出来た．

2. 関連研究
AR(拡張現実) について，文献 [1] では，未来の AR が

人間の感覚や機能を拡張する可能性を述べており，ARの
さらなる研究が必要であることがわかる．また，文献 [2]

では，外部の深度センサと HoloLens を通信させる事で，
HoloLensが持つ，物体の位置や形を認識する機能を向上
させることについて述べており，HoloLensの機能の発展
が期待されている事がわかる．さらに，文献 [3]では，日
常生活においていつでもどこでもコンピュータ支援を受け
るために，HMDをジェスチャー機能によって操作する事
の必要性を述べている．これにより，我々がジェスチャー
機能を持つ HoloLensを使用する事の優位性を裏付ける．
文献 [4]では，あらかじめ撮影した書類の画像を投影する
事で，複数枚重なっている書類を把握する事が出来るよう
なアプリケーションを作成している．文献 [5]では，舞台装
置を使用する事で，Augmented Realityのアプリケーショ
ン例を示し，現実世界の変化をバーチャルとしてイメージ
させている．どちらの文献も，実世界で必要な情報を取得
して視覚的に表示している．さらに，文献 [6]では，スマー
トフォンやスマートグラスなどのモバイル機器の ARとし
ての用途を説明している．そこで，空を見ると降雨情報が
表示される「アメミル」という名前のスマートフォンアプ
リケーションを紹介している．文献 [7]では，災害時に必要
な避難経路を視覚的に携帯電話に示すことのできるシステ
ムを試作している．文献 [8]では，HMDに船の相対風速な
どの詳細情報を表示する事で，海難防止に繋げようと試み
ている．このように，現時点で ARを用いて，通信をする
ことで，リアルタイムに必要な情報を表示するアプリケー
ションの開発が進んでいる．しかし，現時点の HoloLens

のアプリケーションは，3Dモデルやゲームなど HoloLens

内のデータを表示するのみであることが多いため，これま
での AR技術が HoloLensのアプリケーションに活かされ
ていないのだ．
もちろん，HoloLensの研究において，リアルタイム性

を追求している研究も存在する．文献 [9]では，HoloLens

と PCなどのデバイスとを Skypeによって繋ぐ事で，他の
人とリアルタイムに通信するシステムの作成について述べ
ている．また，文献 [10]では，HoloLensとセンサネット
ワークを組み合わせる事で，宇宙飛行士同士がリアルタイ
ムに交信できるシステムを作成の作成について述べている．
これらは，リアルタイムで他の人と繋がる事が出来ること
を示しているが，情報の取得というよりかは電話に近く，
HoloLensによるコミュニケーションを目的とされている．

3. 目的
本研究の目的は，リアルタイム情報の実世界への可視化

を HoloLensを用いて実現することである．その手段とし
て，我々は PCのウィジェットのようなアプリケーション
を作成しようと考えた．
現在，HoloLensは形も大きい上に重量も重いため，生
活の中で HoloLensをつけている人は少ない．しかし，小
型化や軽量化が進むことで HoloLensを生活の中で使用す
ることが容易になり，HoloLensが日常的に使用されるよ
うになれば，常に人々は HoloLensを通して仮想現実を現
実世界に混在させて過ごすことになる．そこで，時刻表や
天気や株価などリアルタイムに必要な情報を仕事場や家の
中に配置しておくことで，人々が能動的に得られる情報を
HoloLensによって拡張することが出来る．
以上の観点からも，我々は HoloLens用ウィジェットを
作成することでリアルタイム情報の実世界への可視化を実
現できると考えた．

4. 開発
4.1 アプリケーション概要
ウィジェットの一例として，時刻表のアプリケーション

を開発した．
時刻表アプリケーションの想定される用途は，家から 15

分後の場所に北千住駅がある人が乗ることの出来る電車を
確認するために使用する．
今回作成した時刻表アプリケーション (図 1)の機能を説

明する．
( 1 ) 北千住駅の上り電車を二種類二つずつ表示
北千住駅から日比谷線中目黒方面，千代田線代々木上
原方面の二種類の電車を表示する．その電車は，現在
遅刻から 15分後以降の電車を二本ずつ表示した．

( 2 ) 任意の場所に時刻表を配置
HoloLensのジェスチャーによって，時刻表を掴んで
他の場所に移動することが出来る．(図 2)

( 3 ) 現在時刻から発車時刻までカウントダウン
現在時刻と発車時刻の差を計算して，カウントダウン
を行う．時刻が，残り 15分になったら電車の時刻が
繰り上がって表示される．

( 4 ) 現在の天気を表示
現在の天気情報を取得して、イラストで表示する．視
覚的に天候を知る事ができる．

4.2 データの取得
我々は時刻表のデータを集めるために東京メトロの

API[11]にアクセスして，データを取得している．取得のタ
イミングは，アプリケーション起動時に http通信を行って
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図 1 時刻表のアプリケーション
Fig. 1 Time table application

図 2 ジェスチャーによって移動
Fig. 2 Moving application using gesture

いる．また，天気の情報も同様に，OpenWeatherMap[12]

にアクセスしてデータを取得している．

5. 考察
我々が開発したアプリケーションは，電車の時刻をリア

ルタイムで表示する HoloLens用ウィジェットである．任
意のタイミングでリアルタイムな情報を得られるという点
が，他の HoloLensアプリケーションと差別化できている
点である．また，HoloLensによって作成されたアプリケー
ションであるため，任意の場所に配置できて実体が存在し
ないため，部屋のスペースを取らないという利点がある．
今回は北千住駅に住んでいる人を想定していたこと，電

車の情報の取得には東京メトロの APIのみを使用してい
たこと，などと限定的な条件下で開発を行っていたため，
より汎用的な開発を今後は試みていきたい．例えば，GPS

情報や株価の情報などを取得することでより多機能なウィ
ジェット制作が期待できる．

6. おわりに
近い将来，HoloLensのような HMDを人々が日常的に

使用している社会が到来すると我々は予想する．そして

HoloLensの機能は，HoloLens内のデータを表示するのみ
ではなく，実世界のリアルタイムな情報を可視化する事が
求められる．その第一歩として，我々は電車の時刻のデー
タをリアルタイムで確認出来る HoloLens用ウィジェット
である時刻表アプリケーションを作成し，HoloLensの使
用用途の拡大を提案できた．これにより，HoloLensのよ
うな HMDを人々が日常的に使用している社会が到来した
時，人々は能動的に実世界のリアルタイム情報を取得する
事が出来るようになる．
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